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いる者は、在宅の要介護者等で男性9.6％、女性

13.6％、また、施設在所者では男女とも半数以

上となっている（表１－２－40）。

【認知症については、「コラム５」及び第２章

第３節２（３）ウ「認知症高齢者支援対策の推

進」を参照。】

要介護者等について、介護が必要となった主

な原因についてみると、「脳血管疾患」が25.7％

と最も多く、次いで、「高齢による衰弱」16.3％、

「骨折・転倒」10.8％、「認知症」10.7％となって

いる。男女別では、男性の「脳血管疾患」が

41.3％と特に多くなっている（図１－２－41）。

イ　家族と介護

要介護者等のいる世帯について、その世帯構

造をみると、「核家族世帯」が30.4％（うち約３

分の２は「夫婦のみ世帯」）と最も多く、次いで

「三世代世帯」が29.4％、「単独世帯」20.2％、「そ
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の他の世帯」（単独世帯、核家族世帯、三世代世

帯以外の世帯のことであり、高齢者と子ども夫

婦が同居している世帯などが該当する。）20.0％

の順となっている。

単独世帯における要介護度の構成割合をみる

と、「要支援」（32.1％）、「要介護１」（42.4％）

で、両者を足した割合は７割を超えている。一

方、「要介護２」以上の割合は他の世帯形態に比

べ低くなっているが、これらは要介護度が重く

なると、家族との同居や施設への入所等を選択

する者が増加することによるものと考えられる。

また、夫婦のみの世帯についてみると、「要介

護４」が10.1％、「要介護５」も8.1％となって

おり、介護サービスを利用しなければ、配偶者

一人に大きな負担がかかるケースも相当なレベ

ルで存在している（図１－２－42）。

要介護者等からみた同居している主な介護者

の続柄をみると、妻が16.5％、息子の妻が19.9％、

娘が11.2％などとなっており、これらを合計す

ると49.5％と女性が主な介護者のほぼ半数を占

めている。

一方で、男性が主な介護者となっている割合

は16.6％と少なく、夫（8.2％）と息子（7.6％）

はほぼ同じくらいの割合となっているが、娘の

夫は0.4％と１％に満たない（図１－２－43）。

また、要介護者等と同居している主な介護者

の年齢についてみると、要介護者等が65歳以上

の高齢者の場合、その主な介護者の半数以上が

60歳以上の者となっており、いわゆる「老老介

護」のケースも相当数存在していることがわか

る（図１－２－44）。

家族の中ではだれに介護を望むのかについて

みると、男女とも「配偶者」の割合が最も高い

が、女性は「娘」の割合も高くなっている（図

１－２－45）。

同居している主な介護者が１日のうち介護に

要している時間をみると、「必要な時に手をかす

程度」が44.7％、「ほとんど終日」21.6％となっ

ている。要介護度別にみると、要支援者、要介

護１及び要介護２では「必要な時に手をかす程
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度」が最も多くなっているが、要介護３以上で

は「ほとんど終日」が最も多くなっており、要

介護５では約半数がほとんど終日介護している。

なお、平成16（2004）年の調査を13（2001）年

の調査と比較すると、「ほとんど終日」が5.8ポ

イント、「半日程度」が2.1ポイント減少する一

方で、「必要な時に手をかす程度」が6.8ポイン

ト増加している（図１－２－46）。

【介護保険制度や介護サービスについては、

第２章第３節２（２）「介護保険制度の着実な実

施」及び（３）「介護サービスの充実」を参照。】
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